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なる｡ 物 を落 とす遊びは, 1歳過 ぎまで徐々
に複雑にな り続いていく｡ これも循環反応で繰
り返 し繰 り返 し,おとなが
嫌になるぐらい続 く｡おもちゃなどを落とし
て遊ぶのとほほ同時期に,子どもは ｢いないな








図2 いないない ばあ (松谷)れていた視
野が急に広が り,見えたり見えなかったりす
ることを楽 しんでいる｡ 見えなくなっても,そ に人がいて,物はあることを理
解し始める｡4.楠語の始まり正高は暗語
を ｢真の意味で音声言語の前駆的形式を備
えた発声｣ と している｡ 初期 には｢ア一･ア一
･ア-｣と多音節だが子音プラス母音の構造
を持たない ｢過渡的暗語｣の後,｢マンマンマン｣



































































































































































の を ｢私が知っているの を見 て｣ と訴 え,



















歳 6カ月では ｢ポーン｣,1歳 9カ月では ｢ポー
ンてんの｣, 1歳11カ月になっておとなと同 じ
｢ボール｣が現れた｡
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